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災
害
対
策

令
和
元
年
10
月
12
日
　
台
風
第
19
号

今
回
の
台
風
で
は
、
床
上
・
床
下
浸
水
両

方
を
合
わ
せ
、
住
家
だ
け
で
も
市
内
３
０

０
超
の
家
屋
が
被
災
し
ま
し
た
。

特
に
金
砂
郷
地
区
だ
け
で
2
4
0
軒
以

上
の
大
き
な
被
害
が
あ
り
、中
に
は一階
部

分
の
天
井
に
迫
る
ほ
ど
水
に
浸
か
っ
て
し

ま
っ
た
家
も
。ま
た
、
農
作
物
へ
の
影
響
も

甚
大
で
、
市
内
梨
農
家
で
は
梨
の
木
ご
と

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
出
荷
を
待
つ
米
や

農
機
具
も
ろ
と
も
浸
水
被
害
を
受
け
た

と
い
う
事
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

台
風
第
19
号
の
影
響
に
よ
り
一
時
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
た
国
道
２
９
３
号
は
既
に
復

旧
・
開
通
し
て
い
ま
す
が
、市
内
一部
地
域

で
は
通
行
止
め
と
な
って
い
る
区
間
が
あ
り

ま
す
。随
時
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
の
で
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

10 月に発生した台風第 19 号は、全国に甚大な被害をもたらしました。本市においても久慈川、里川、浅川が氾濫し、多くの世帯が浸水被害に見舞われ、一日も早い復旧・復興に向け全力を尽くしているところです。
一刻を争う避難に役立つハザードマップの確認や、緊急情報を発信する防災無線のチェックなど、常日頃から「もしも」に備えておくことでより安心して暮らすことができます。市民が一丸となって力を合わせ、災害への備えを万全にしましょう。

台
風
第
19
号
の
被
害
状
況

い
ま
、

市
民一丸
で

取
り
組
む

1久慈川決壊・氾濫の影響で国道293
号が陥没した市内花房町エリア
210月13日朝の国道293号被害状況
3宮の郷工業団地内災害廃棄物仮置
き場
4赤羽国土交通大臣の被災地視察の
様子
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ハザードマップを確認しましょう
市では、災害時の避難に役立つ「洪水ハザードマップ」「土砂災害ハザードマッ
プ」を提供しています。地域の避難所の場所や、避難時のポイントなども記載し
ているので日ごろからわかりやすい場所に常備しておくとよいでしょう。

浸水想定区域および想定される浸水を表示し
ています。久慈川・里川・山田川・浅川・茂
宮川のいずれかの場所で堤防が決壊した場合
を想定して、これらを重ね合わせて最大の水深、
最大の範囲を色分けで示しています。

土砂災害警戒区域および土砂災害特別警戒区域を表示
しています。
なお、表示している箇所以外でも土砂災害が発生する恐
れがありますので、大雨等の時は注意してください。

洪水ハザードマップ 土砂災害ハザードマップ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
防
災
対
策
課

お
よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
地
域
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
県
内
外
の
多
く
の
方
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
屋
の
泥
の
清
掃
や
片
付
け
な
ど
、
被
災
者
に
寄
り

添
い
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
方
々
、
他
市
町
村
や
他
県
の
職
員
の
皆
さ
ん
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
な
ど
た

く
さ
ん
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
支
援
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災
害
に
よ
り
住
宅
が
被
害
に
あ
っ
た
場
合

（
塀
、
物
置
を
除
く
）に
、
保
険
の
請
求
や
税

の
減
免
、被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
申

請
、各
種
見
舞
金
な
ど
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
と
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法
：
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。市
職
員
の
現
地
確
認
後
、
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。

＊
申
請
か
ら
交
付
ま
で
お
お
む
ね
３
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。

◆
問
：
申
請
受
付
に
つ
い
て
…
収
納
課
（
内

線
2
0
5
・
2
4
4
）／
証
明
書
の
内
容
に

つ
い
て
…
税
務
課
（
内
線
2
0
7
・

2
0
8
）
／
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
…
市

民
課（
内
線
1
0
3
・
1
3
2
）

◆
対
象
：
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

◆
内
容
：
台
風
第
19
号
で
住
家
の
全
半
壊
、

床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を

し
た
方
が
、
病
院
等
で
診
療
を
受
け
た
場

合
、
令
和
２
年
１
月
末
ま
で
の
診
療
分
、
調

剤
分
お
よ
び
訪
問
看
護
分
の
費
用
に
つ
い
て

の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

＊
被
災
に
よ
り
健
康
保
険
証
を
失
っ
た
方
も

病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
：
保
険
年
金
課（
内
線
1
1
2
・
1
1
7
）

◆
対
象
：
上
下
水
道
利
用
者
の
う
ち
、
り
災

証
明
を
受
け
た
方

◆
内
容
：
10
月
・
11
月
分
使
用
水
量
に
つ
い

て
、
通
常
使
用
水
量（
前
年
度
同
月
分
ま
た
は

過
去
3
カ
月
平
均
）
と
比
較
し
て
増
加
し
た

水
量
を
減
免
し
ま
す
。

＊
対
象
者
は
申
請
不
要
に
よ
り
、
減
免
し
ま

す
。

◆
問
：
上
下
水
道
総
務
課
料
金
係
（
内
線

5
1
1
）

住
宅
、福
祉
、教
育
、税
務
な
ど
、全
般
に
わ
た

る
相
談
お
よ
び
案
内
の
た
め
の
総
合
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
と
き
：
10
月
28
日（
月
）〜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
１
階 
特
設
窓
口

（
内
線
1
7
7
）／
金
砂
郷
支
所
金
砂
郷
地
域

振
興
課
（
76‐2
1
1
1
）
／
水
府
支
所
水
府

地
域
振
興
課
（
85‐1
1
1
1
）
／
里
美
支
所

里
美
地
域
振
興
課（
82‐2
1
1
1
）

住
宅
に
被
害
の
あ
っ
た
方
に
対
し
、
次
の
２
つ

の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

＊
被
災
時
に
現
に
居
住
し
て
い
た
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、空
き
家
、別
荘
、他
人
に

貸
し
て
い
る
物
件
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

◆
申
請
期
間
：【
基
礎
支
援
金
】…
災
害
発

生
日
か
ら
13
カ
月
以
内
／
【
加
算
支
援
金
】…

災
害
発
生
日
か
ら
37
カ
月
以
内

◆
必
要
書
類
等
：
り
災
証
明
書
、
住
民
票
、

預
金
通
帳
の
写
し 

な
ど

＊
大
規
模
半
壊
・
半
壊
に
伴
い
解
体
し
た
場

合
は
、解
体
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必

要
で
す
。

◆
申
・
問
：
防
災
対
策
課（
内
線
3
5
1
）

被
害
を
受
け
た
住
宅
等
の
修
繕
に
対
し
、市
独

自
の
災
害
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
：
本
市
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
今

回
の
台
風
に
よ
り
住
宅
お
よ
び
同一敷
地
内
の

物
置
等
が
損
壊
し
、
専
門
業
者
に
よ
る
修
繕

等
を
お
こ
な
う
方

＊
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
国
の
支
援
制

度
）
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

◆
支
給
額
：【
住
宅
】修
繕
費
用
等
の
２
分
の

１
以
内（
上
限
25
万
円
）【
物
置
等
】修
繕
費
用

等
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
10
万
円
）

◆
必
要
書
類
等
：
り
災
証
明
書
（
物
置
等
の

場
合
は
「
被
災
証
明
書
」）
の
写
し
／
対
象
工

事
の
見
積
書（
ま
た
は「
領
収
書
」）の
写
し

対
象
工
事
箇
所
の
施
工
前
後
の
写
真

◆
申
請
期
限
：
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

◆
申
・
問
：
防
災
対
策
課（
内
線
3
5
1
）

住
居
が
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
、「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
金
（
国
の
支
援
制
度
）」
に
該

当
せ
ず
、「
常
陸
太
田
市
令
和
元
年
台
風
第
19

号
被
害
対
策
支
援
制
度
（
市
の
支
援
制
度
）」

を
利
用
し
な
い
方
に
対
し
、市
か
ら
３
万
円
の

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
必
要
書
類
：
り
災
証
明
書
等
の
写
し

◆
申
・
問
：
防
災
対
策
課（
内
線
3
5
1
）

上
下
水
道
使
用
料
の
減
免

被
災
者
支
援
の
た
め
の

「
市
民
相
談
窓
口
」の
開
設

常
陸
太
田
市
令
和
元
年
台
風
第
1
9
号

被
害
対
策
支
援
金（
市
の
独
自
支
援
制
度
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

（
国
お
よ
び
県
の
支
援
制
度
）

常
陸
太
田
市
災
害
見
舞
金

被災された方への支援制度
病
院
等
で
の
自
己
負
担
金
の
支
払
い

猶
予
に
つ
い
て

り
災
証
明
の
申
請
受
付

賃貸住宅の場合で、
建替え・補修をした
ときは、追加金が
支給されます。

区分 支援金額 備考
2００万円

5０万円

１００万円
150万円

37万円5千円

対象外 対象外

７５万円
建設・購入

賃貸住宅（公営
住宅入居者を除く）

補修

半壊

複
数
世
帯

一人
世
帯

▼住宅の被害程度に応じて支給する支援金（基礎支援金）

大規模半壊の
場合で、解体を
したときは、追加
金が支給されます。

区分 支援金額 備考
１００万円

１００万円

１００万円
5０万円

７５万円

７５万円

７５万円
３７万５千円

全壊
解体

（半壊・敷地被害）
長期避難
大規模半壊

25万円 18万7500円半壊

複
数
世
帯

一人
世
帯

▼基礎支援金に加え、住宅の再建方法に応じて支給する支援金（加算支援金）

被災された皆さまに１日でも早く安心して生活をしていただけるよう、
市では被災者支援制度の策定などに全力で取り組んでおります。
支援制度などについては順次お知らせをしてまいります。

4



5

おめでとうございます

長
年
に
わ
た
り
、公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
・
褒

章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、市
内
で
は
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
双
光
章
：
堀
口
健
氏（
島
町
）

◆
瑞
宝
双
光
章
：
柳
橋
せ
つ
氏（
磯
部
町
）

８
月
22
日
〜
27
日
に
ロ
シ
ア
連
邦
で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
技
能
五
輪
国
際
大

会
で
、
日
本
代
表
と
し
て「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
盤
＊
1
」職
種
に
出
場
し
た
菊
池

優
斗
さ
ん（
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
水
府
中
出
身
）が
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。菊
池
さ
ん
は「
４
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
本
大
会
に
懸
け
る
思

い
を
す
べ
て
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
悔
い
な
く
競
技
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
回
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
多
く
の
方
々
の

ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、
胸
を
張
っ
て
こ
の
メ
ダ
ル
を
日
本
に
持
ち
帰
り
た

い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

＊
1 

C
N
C
フ
ラ
イ
ス
盤
と
は
、
回
転
切
削
工
具
の
位
置
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
し
て
材

料
を
加
工
す
る
工
作
機
械
で
、加
工
時
間
や
加
工
形
状
、加
工
精
度
な
ど
を
競
い
ま
す
。

叙
勲

技
能
五
輪
国
際
大
会
で
銀
メ
ダ
ル　

10
月
８
日
、
眞
子
内
親
王
殿
下
が
、
第
74

回
国
民
体
育
大
会
に
御
臨
場
、あ
わ
せ
て

地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
本
市
に
ご

来
訪
さ
れ
、西
山
御
殿
を
御
視
察
さ
れ
ま

し
た
。奉
送
迎
場
所
と
な
っ
た「
西
山
の
里 

桃
源
」で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
っ
て

日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
ま
し

た
。眞
子
内
親
王
殿
下
は
集
ま
っ
た
方
々

に
歩
み
寄
り
、
言
葉
を
交
わ
し
た
り
握
手

も
さ
れ
ま
し
た
。

西
山
御
殿
の
御
視
察
後
は
、国
体
の
閉
会

式
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

眞
子
内
親
王
殿
下
が
御
来
訪

さ
れ
ま
し
た

TOPICS

10
月
８
日
・
17
日
に
、
じ
ょ
う
づ
る
は
う

す
で
ね
ん
ね
ア
ー
ト
の
撮
影
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。６
カ
月
頃
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」を
テ
ー
マ
に

飾
り
付
け
を
し
て
か
わ
い
く
撮
影
し
ま
し

た
。 ね

ん
ね
ア
ー
ト
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TOPICS
10
月
19
日
、じ
ょ
う
づ
る
は
う
す
で「
秋
の

子
子
育
メ
ッ
セ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。常

陸
太
田
大
使
の
神
泉
薫
さ
ん
に
よ
る
子

育
て
ト
ー
ク
と
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
子
ど
も
向
け
体
験
教
室
な
ど
子

ど
も
と
大
人
が一緒
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

10
月
21
日
、久
米
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
園
の
畑
で
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
行
い
、大
き
く
育
っ

た
た
く
さ
ん
の
芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。園
児
た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
し
た
。

幼
稚
園
児
が
芋
掘
り

秋
の
子
子
育
メ
ッ
セ

２
０
１
９

10
月
20
日
、
集
中
曝
涼
が
行
わ
れ
、
貴

重
な
文
化
財
が
虫
干
し
を
兼
ね
て一般
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
神
社
・
仏
閣
な

ど
計
16
カ
所
で
、
仏
像
や
古
文
書
な
ど
の

公
開
に
あ
わ
せ
、
地
域
住
民
に
よ
る
お
も

て
な
し
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド

な
ど
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
ま
し
た
。

文
化
財
集
中
曝
涼

し
ん
せ
ん
か
お
る


